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研究成果の概要（和文）：日本語の「知っている」と「分かっている」の意味を英語の"know" のそれと経験的・概念
的アプローチによって比較し、日本語の二つの述語の間に認識論的に興味深い差異を発見することで、英語だけに基づ
く認識論への方法論的問題を提起することに成功した。また日本語以外の言語へも考察を広げる国際会議を開催し、発
表者による様々な言語の知識述語の比較が行われ、それを通し、出席者の間で活発な議論を呼び起こした。

研究成果の概要（英文）：The uses of two Japanese counterparts of "know", "shitteiru" and "wakatteiru" were
 conceptually and empirically studied, and some epistemologically interesting differences were found betwe
en the two Japanese verbs, and therefore their relations with "know" are not straightforward. We also held
 an international conference to extend this observation to other languages, and provoked relevant debates.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
実験哲学の成果は、知識概念や指示について
の意味論的直観の文化的差異を明らかにし
てきた。研究代表者は Mizumoto (2011) にお
いて発達的アプローチによって知識概念の
実験的調査を行ってきたが、これはもっぱら
日本語の「知っている」についての調査であ
った。 
 そこでは、英語の”know”と日本語の「知
っている」の使用の比較が大学生を対象に行
われ、両者に特に違いはないこと、また大学
生が英語で質問に答える場合、答えに有意な
差異が生じることなどが報告されていた。 
 また、Mizumoto (2011) においては、環境
に実在する情報に対する単信念の調性
(Sustainability) として知識が分析された
が、これは自然な信念変化のパターンに基づ
く信念変化によって知識概念を解明するも
のであった。 
 
２．研究の目的 
本研究においては、Mizumoto (2011) の成果
をさらに発展させるべく、日本語における英
語の”know”の対応物を「知っている」に限
らず探究し、それらと英語との意味論的差異
の探究を通し、知識概念についての言語的・
文化的差異を実験哲学の手法で探究するこ
とを目指した。 
またそれにより、そもそも知識の分析と呼ば
れてきたものは何か、延いては認識論とは何
かについて、新しい角度から光を当てるとと
もに、それを判断するための経験的データを
提供しようとするものでもあった。 
 さらに、Mizumoto (2011)では知識概念以外
の他の認識論的概念をも信念変化によって
分析、説明するプログラムを Belief Change 
Fundamentalism と呼んだが、これを志向性
および意味の説明へと拡張する Radical 
Belief Change Fundamentalism を実行に移
すこともそこに含まれる。これがうまく行け
ば、我々は可能な”know” とその対応物の
文化的差異とは何かをMizumoto (2011) にお
ける普遍的な知識の分析を維持しながら説
明できることになるはずである。 
 
３．研究の方法 
理論面では Belief Change Fundamentalism
を知識述語だけでなく意味論的語彙全般に
適用することで、真理概念（真理条件）でな
く知識概念によって意味を捉えることを目
指す。具体的には真理条件を与えるＴスキー
マをこの観点から捉えなおし、次に指示関係
をも同様の仕方で捉えることができること
を示す。 
 またこの考えは、もともともウィトゲンシ
ュタインのアスペクト概念、および取り囲み
(Umgebung) 概念の分析より得られたもので
あり、ウィトゲンシュタインの規則遵守につ
いての考察、あるいは彼の数学の哲学一般の
考察（特に彼のフレーゲ的プラトニズムとの

対決としての意味の使用説）と結びつけるこ
とで、より深いものとなるはずである。 
 経験的な調査を行う実験哲学面において
は、”Know”に対応する日本語として「知っ
ている」だけでなく「分かっている」をも研
究の対象として、両者の使用の違いをも確か
めることが重要となる。また、命題的知識だ
けでなく、”know how” に対応する日本語
についても特定し、経験的データを取得する
ことが近年の intellectualism を巡る論争
に一石を投じることになるはずである。 
 さらに、英語と日本語の比較に留まらず、
他の言語の比較へと研究を拡大させるため、
研究協力者である信原幸弘教授（東京大学）、
Eric McCready 教授（青山大学）、および海
外研究協力者として Stephen Stich 教授
(Rutgers University) の協力のもと、国際
会議を開き、世界から同様の目的のために研
究者を集めて議論する。 
 
４．研究成果 
まず、理論面において、2012 年度の科学基礎
論学会において、Mizumoto (2011) の知識概
念の意味の理論への応用、すなわち Radical 
Belief Change Fundamentalism を実行する
第 1 弾として、「真理条件から知識条件へ」
という発表を行った。これは真理条件意味論
では捉えられない直説法条件文の「ならば」
や連言「しかし」などの意味を、グライス的
な会話の含みなどのプラグマティックな領
域へと押しやることで説明するのではなく、
自然な信念変化概念に基づき統一的に説明
しようとするものである。 
 2013 年度の同学会においては、指示概念を
同様の仕方で捉えるため、指示関係を、（「自
分が何をしているかの知識」としての）アン
スコムの実践知を用い「自分がその語で何を
意味しているかの知識」によって説明した。
ここでの知識の分析は当然 Mizumoto (2011)
のものであり、それによりクリプキ・パット
ナム流の外在主義的な意味の理論が自然な
信念変化による指示関係によって説明でき
るということが示された。 
 この説明をより一般的に展開しより洗練
させたのが 2013 年の Tokyo Forum of 
Analytic Philosophy で 発 表 し た
Knowledge-First approach to meaning and 
Linguistic Normativity である。そこでは
意味の規範性全般が自然な信念変化によっ
て説明されたが、特に語の意味としての概念
は、フレーゲの文脈主義の応用として、「疑
念の内容をそれだけで孤立させて問うので
なく、それが埋め込まれた信念の文脈の中で
問え」という概念の文脈主義によって、信念
変化と結びつけられた。そして当然、その内
容は、アンスコム流の実践知によって説明さ
れることになる。例えば、「水」という語の
意味として、探究の結果水が H2O から成ると
知ったとして、ある人は「水」は H2O を意味
していたと考えるが、別の人は「それはもは



や水ではない」とそれまでの信念を撤回し、
「水」で自分が意味していたものは存在しな
かった、と考えるかもしれない。その場合、
たとえ表面的に使用が一致していても、二人
は「水」で別のものを意味していたのである。
他方信念を撤回しなかった方の人は、「水」
で自分が何を意味していたのかを「知ってい
た」ということになる。これはもちろん
Sustainability という知識の分析の帰結で
ある（この分析の強みは、通常の経験的な知
識だけでなく、未来についての知識やアンス
コム的実践知をも統一的に説明できる点に
あった）。 
 2014 年 1月の Wittgenstein Meeting での
発表 Truth, Aspect, and What is said-From 
Wittgenstein's thesis of meaning as use 
においては、この理論をウィトゲンシュタイ
ンのアスペクト概念および取り囲み
(Umgebung) 概念によって説明することで、
フレーゲの思想（Gedanke）概念によって伝
統的に捉えられてきた命題を、知覚内容によ
り近いものから捉えなおすことを可能にす
るとともに、これまでの意味の説明をウィト
ゲンシュタインの意味の使用説の観点と繋
げることで、Travis らの文脈主義の一種と
して説明した。これにより、この捉え方によ
る発話の内容としての意味と真理条件との
関係がより明確となり、結果として意味や語
用論的内容を真理条件によって説明するこ
と（例えば文脈主義者の Recanati の試み）
の限界を浮き彫りにすることができた。 
 また、2012 年出版の書籍『ウィトゲンシュ
タイン vs. チューリング』においては、ウィ
トゲンシュタインの数学の哲学の意義をチ
ューリングとの対決から浮き彫りにしなが
ら、彼の意味の使用説がフレーゲの意味
（Sinn）のプラトニズムとの対決から自然に
導き出されてきたことを振り返ることで、計
算可能性概念およびチューリングのテーゼ
が数学記号の意味の考察と切り離せないこ
とを示した。だが規則遵守の考察は、使用さ
れた文の意味が単なる部分の意味の合成以
上のものである、ということをも含意する。
そこで最終章では、規則遵守のパラドクスへ
の解答をも与えるものとしてウィトゲンシ
ュタインのアスペクト概念、および取り囲み
(Umgebung) 概念を分析し、それを志向性一
般の説明へと拡張した。 
 実験哲学面では、2012 年の科学基礎論学会
の秋の例会において、”The Very Idea of 
Experiment: External Critiques of 
Experiment Philosophy” というワークショ
ップをスティッチ教授を招いて開催し、心理
学、言語学、およびウィトゲンシュタイン的
立場から、実験哲学について批判的に考察し
ながら討論を行った。このワークショップに
ついては、出版が遅れているが、科学基礎論
学会の英文誌に特集として出版される予定
である。 
 ま た 翌日 、シンポジウム "Know in 

Japanese" をスティッチ教授、信原教授、マ
クレディ教授に加え、海外からの若手研究者
２名と飯田隆教授を招いて開催し、日本語の
「知っている」の振る舞いについて論じ合っ
た。 
これをもとに次に 2013 年 8 月に国際会議
Epistemology for the Rest of the World を
開催し、研究代表者も複数の発表を行った。 
 まずスティッチ教授とともに会議冒頭で
Manifesto を発表し、認識論が潜在的な言語
的差異を無視できないということを強調し
た。"know" の語彙的意味が他のすべての言
語の対応する語と共有されているかどうか
は経験的な問題であり、検証されているわけ
ではない。そのような現在の認識論における
前提を我々は universality thesis と呼び、
それが偽でありそうなこと、偽であった場合
の選択肢を３つ提示した。 
ま た 、 神 戸 大 学 の 定 延 教 授 と 共 同
で、”Know” in Japanese と題した発表を
行い、そこで"know" と日本語の「知ってい
る」および「分かっている」は状況によって
使用がそれぞれ異なる場合があると論じ、情
報のテリトリー理論と経験的データによっ
て「知っている」が情報概念と密接に結びつ
いている一方で「分かっている」はそうでな
く、stakes effect もほとんど見られないな
どと指摘した。それに基づき、研究代表者は、
どちらが"know"に近いのか、と問うのではな
く、むしろ英語の"know"が曖昧なのではない
か、と問いかけることで、英語だけに基づく
認識論への方法論的問題を提起することに
成功した。 
さらには和泉悠（メリーランド大学）・次田
瞬（東京大学）との共同発表である"know how" 
についての論文において、日本語の know how 
に対応する表現、「やり方を知っている」「ど
うやるか知っている」などの使用がほとんど
日常の会話の中には現れない、ということを
Google のデータなどで指摘し、Stanley など
の主張する主知主義が"know how"を能力様相
としているのに対し、日本語のそれは主に義
務様相として使われているのではないかと
論じた。 
会議では、発表者による韓国語、中国語、サ
ンスクリット語、アラビア語などの比較も行
われ、活発な議論を呼び起こした。 
この会議の成果は書籍として出版する予定
であり、現在水本、スティッチ、マクレディ
ーに Jason Stanley 教授も編集者に加え、オ
ックスフォード大学出版からの出版を目指
して準備が進んでいる。 
その後、2013 年 9月のイギリスの実験哲学会
議でも和泉・次田との共同発表として know 
how に関連する発表を行った。ウィリアムソ
ンの２つのテーゼから帰結する、「knowledge 
how は心的状態である」というテーゼについ
て、日本語の対応する表現の分析とロボット
工学のpassive walk などの例から批判する、
というものであった。 
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